
主な
内容

表紙の
案内

新年のごあいさつ ········Ｐ２・３
前橋の恩人・県令楫取素彦 ···Ｐ４・５
Ｔ-１グランプリ決勝戦 ······ Ｐ６

１月９日に初市まつり ······· Ｐ７
赤城山雪まつりで白銀の世界へ · Ｐ８
富士見中が全国駅伝で２連覇 ·· Ｐ９

本市の発展に貢献した、楫取素彦 
と前橋25人衆。そのうち、写真など
が現存する人たちです。背景の臨江
閣は楫取らが建設に尽力した迎賓館。
額の字は彼の書によるものです。ホームページアドレス ●http://www.city.maebashi.gunma.jp/

いいね！まえばし ●http://www.facebook.com/maebashicity/

平成27年のＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」。初代群馬県令・楫取素彦の妻、文が主人公です。
楫取素彦は名県令と呼ばれ、当時の人たちに慕われていました。皆さんも、彼の功績と人柄に
触れてみませんか。詳しくは本紙４・５ページをご覧ください。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、前
橋
育
英
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
、

富
士
見
中
学
校
女
子
駅
伝
部
が
全
国
制
覇
を
成
し
遂 

げ
、「
ア
ー
ツ
前
橋
」
が
街
な
か
で
「
芸
術
文
化
」 

の
新
た
な
価
値
を
広
げ
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
前
橋
市
が
舞
台
と
な
っ
た
映
画
「
そ
し
て

父
に
な
る
」
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
賞
受
賞

を
は
じ
め
、
近
代
の
歴
史
を
担
っ
た
楫
取
素
彦
初
代

群
馬
県
令
（
知
事
）
の
妻
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

ヒ
ロ
イ
ン
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

前
橋
市
が
持
つ
歴
史
や
教
育
、
市
民
力
の
す
ば
ら
し

さ
の
証
で
あ
り
、
何
よ
り
も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
故

郷
を
愛
す
る
想
い
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

私
も
そ
の
想
い
に
負
け
な
い
よ
う
、「
力
を
合
わ 

せ
る
：
融
和
」、「
市
政
へ
の
信
頼
」、「
故
郷
の 

誇
り
」
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、「
前
橋
市
の
新
た
な
価
値
の
創
造
」

に
向
け
、
よ
り
一
層
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
前
橋
市

と
前
橋
市
民
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

前
橋
市
長

　 山
本

　 龍

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
市
議

会
の
活
性
化
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
、
市
政
の

発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

 

前
橋
市
議
会
議
員
一
同

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
自
治
会
活
動
の
充
実
と
、
安
全
・
安
心
で
住

み
良
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

前
橋
市
自
治
会
連
合
会

謹
賀
新
年

２
０
１
４
年
は
こ
ん
な
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す

「
暮
ら
し
の
質
感
」と「
都
市
の
品
格｣

が
前
橋
の
誇
り

前
橋
市
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
が
音
楽
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
が
充
実
し
、
公
園
や

街
路
樹
に
囲
ま
れ
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
場
所
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
前
橋
の
誇
り
で
、
歴
史
を
変
遷
す
る
中
で
前
橋
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
市

民
の
力
が
成
し
得
た
偉
業
で
す
。
本
市
が
持
つ
力
を
さ
ら
に
磨
き
、誇
り
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

知
恵
を
絞
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
暮
ら
し
を
豊
か
に

私
た
ち
は
変
革
の
時
代
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
交
通
弱
者
を
支
援
す
る
公

共
交
通
の
再
編
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的
な

市
有
資
産
の
有
効
活
用
な
ど
、
す
べ
て
の
業
務
を
新
し
い
視
点
で
見
直
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
前
橋
の「
新
し
い
価
値
」の
創
造
に
挑
戦
し
ま
す
。
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前
橋
な
ら
で
は
の

「
産
業
づ
く
り
」に
挑
戦

お
か
げ
さ
ま
で
市
内
の
工
業
団
地

は
完
売
の
見
込
み
で
す
。
そ
れ
は
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、災
害
が
少
な
く
、

道
路
網
や
居
住
環
境
の
充
実
な
ど
、

暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
よ
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
六
次
産
業
化
の
推
進
、
次
代
の
担

い
手
育
成
な
ど
、
農
業
の
「
新
た
な

可
能
性
」に
挑
戦
し
ま
す
。

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
へ

前
橋
市
は
環
境
都
市
宣
言
を
し
て

い
ま
す
。
本
市
の
地
域
特
性
で
あ
る

恵
ま
れ
た
日
照
条
件
を
活
か
し
た
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
促
進
や
豊
富

な
水
資
源
を
活
か
し
た
小
水
力
発
電

の
普
及
に
努
め
な
が
ら
、
恵
み
豊
か

な
自
然
環
境
と
共
生
し
た
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
造
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

住
民
自
治「
知
恵
と
汗
と
絆
」

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

市
役
所
が
税
金
だ
け
を
使
っ
て
行

政
運
営
す
る
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。市
民
活
動
の
集
合
体
で
あ
る「
自

治
会
」
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
仕

組
み
を
整
え
る
と
と
も
に
、
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
を
地

域
活
動
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
前
例

に
捉
わ
れ
な
い
官
民
協
働
の
事
業
を

創
出
し
ま
す
。

人
々
が
出
会
い
、結
び
つ
く

新
た
な「
中
心
市
街
地
」へ

学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
芸
術
家

の
ア
ト
リ
エ
、
共
通
の
趣
味
を
持
つ

仲
間
の
交
流
な
ど
、
中
心
市
街
地
を

舞
台
に
多
様
な
人
々
が
出
会
い
、
結

び
つ
く
こ
と
で
新
た
な
前
橋
の
魅
力

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
芸
術
文
化
の

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ー
ツ
前
橋
や
前

橋
文
学
館
も
そ
の
一
翼
を
担
い
な
が 

ら
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

「
し
ご
と
」を
増
や
す

若
者
が
地
元
で
働
け
る
、
子
育
て

し
な
が
ら
働
け
る
、
障
害
者
や
高
齢

者
が
自
分
ら
し
さ
を
も
っ
て
働
け
る
。

こ
う
し
た
「
働
く
場
」
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
起
業
支
援
の
体

制
が
整
い
、
中
小
企
業
の
生
業
が
大

切
に
さ
れ
、
誰
も
が
働
く
喜
び
を
実

感
し
、
前
橋
で
働
く
仲
間
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

歴
史
、ス
ポ
ー
ツ
で

お
客
様
を
迎
え
ま
し
ょ
う

４
月
に
開
催
す
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

４
回
目
の
自
転
車
の
赤
城
山
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
大
会
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年

の
大
河
ド
ラ
マ
関
係
、
19
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
20
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
こ
れ
ら
を
発
信

し
な
が
ら
、前
橋
の
魅
力
で
あ
る「
市

民
の
お
も
て
な
し
の
心
」
で
歓
迎
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

共
に
支
え
あ
う

福
祉
社
会
を
目
指
し
て

高
齢
化
の
進
行
や
個
々
の
価
値
観

の
多
様
化
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
、
ひ
き

こ
も
り
や
孤
独
死
な
ど
行
政
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
が

増
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
い
地
域
と
行
政
が
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
で
共
に
支
え
あ
え
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
校
生
活

を
送
り
、
豊
か
な
人
間
性
や
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
教
師
が
じ
っ

く
り
と
向
き
合
う
時
間
が
大
切
で

す
。
き
め
細
か
な
指
導
体
制
に
努
め

な
が
ら
、
未
来
の
前
橋
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
魅
力
あ
ふ
れ
る
教
育
を
推

進
し
ま
す
。
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【 

】

特
別
寄
稿手

島
　
仁

文
化
国
際
課

副
参
事

前
橋
の
恩
人
・
群
馬
県け

ん

令れ

い〝
楫か

取と

り

素も

と

彦ひ

こ

〞

楫
取
素
彦
と
は

楫
取
県
令
と
前
橋
二
十
五
人
衆

楫
取
素
彦
を
一
言
で
い
え
ば
「
幕
末
維

新
の
志
士
か
ら
名
県
令
、
そ
し
て
前
橋
市

の
恩
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
楫
取
は

文
政
十
二
年
（
１
８
２
９
）
長
州
（
山
口

県
）
萩
の
藩
医
松
島
家
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
十
二
歳
で
藩
校
明
倫
館
の
儒
者
・

小
田
村
吉
平
の
養
子
と
な
っ
た
。
通
称
は

伊
之
助
で
、
幕
府
か
ら
の
追
及
を
逃
れ
る

た
め
、
藩
命
で
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
） 

「
楫か

取と
り

」
と
改
名
し
た
。「
楫か
じ

を
取
る
」 

と
し
た
の
は
、
祖
先
が「
萩
藩
御
舟
手
組
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
。
幕
末
維
新
の
国

事
に
藩
主
・
毛
利
敬
親
の
懐
刀
と
し
て
奔

走
。
九
州
大
宰
府
で
坂
本
龍
馬
と
出
会

い
、
薩
長
同
盟
へ
の
道
を
開
い
た
。

明
治
維
新
政
府
の
「
参
与
」
と
な
っ
た

が
、す
ぐ
に
免
官
し
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
新
政
府
に
仕
え
、
足あ
し
が
ら柄
県
参
事
・
熊

谷
県
権ご
ん

令れ
い

・
熊
谷
県
令
を
経
て
、
明
治
九

年
第
二
次
群
馬
県
初
代
県
令
（
知
事
）
と

な
っ
た
。
在
任
期
間
は
熊
谷
県
時
代
を
含

め
十
年
に
及
び
、
本
県
の
基
礎
を
作
り
上

げ
「
名
県
令
」
と
称
さ
れ
た
。
明
治
17
年

元
老
院
議
官
に
転
任
。
同
二
十
年
男
爵
。

宮
中
顧
問
、貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、

大
正
元
年
三
田
尻
（
山
口
県
防
府
市
）
で

亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
四
歳
。

わ
が
為
に
は
苦
労
は
せ
ぬ
が
／
恋
し
日

本
に
苦
労
す
る
／
た
っ
た
一
つ
の
糸
柱
／

そ
れ
に
並
ん
で
茶
の
柱
／
あ
ぶ
な
い
日
本

の
そ
の
家
に
／
四
千
万
の
こ
の
民
が
／
住

ま
い
す
る
の
を
知
ら
な
い
か

こ
れ
は
経
済
官
僚
の
前
田
正
名
が
高
橋

是
清
に
送
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
幕
末
横
浜

開
港
以
来
、生
糸
と
茶
が
二
大
輸
出
品
で
、 

わ
が
国
は
こ
れ
で
外
貨
を
獲
得
し
近
代
化

を
進
め
た
。
楫
取
が
県
令
と
な
っ
た
熊
谷

県
は
、
明
治
六
年
に
入
間
県（
埼
玉
県
）と

群
馬
県
を
合
わ
せ
て
誕
生
し
た
大
県
で
、 

養
蚕
・
製
糸
業
が
盛
ん
な
上
に
、
狭
山
茶

の
産
地
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
糸
柱
と
茶
柱

で
立
っ
て
い
る
日
本
の
屋
台
骨
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
熊
谷
県
は
群

馬
県
と
埼
玉
県
に
分
割
さ
れ
、
楫
取
は
第

二
次
群
馬
県
初
代
県
令
と
な
っ
た
。
県
庁

が
高
崎
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

楫
取
は
高
崎
町
民
に
協
力
を
求
め
た
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
下
村
善
太
郎
を
中
心
と

し
た
前
橋
の
有
力
者
25
名
は
、
県
庁
を
誘

致
し
、
前
橋
を
関
東
の
大
都
市
と
す
る
た

め
に
は
、
い
か
な
る
犠
牲
を
も
払
う
覚
悟

で
楫
取
に
協
力
を
約
束
し
た
。
楫
取
は
そ

の
至
誠
に
感
動
し
、
県
庁
を
前
橋
に
移
す

決
心
を
固
め
た
。

前
橋
二
十
五
人
衆
と
は
、
次
の
方
々
で

あ
る
。
下
村
善
太
郎
・
勝
山
源
三
郎
・
勝

山
宗
三
郎
・
須
田
傳
吉
・
大
島
喜
六
・
江

原
芳
平
・
市
村
良
平
・
竹
内
勝
蔵
・
横
川

重
七
・
松
井
林
吉
・
鈴
木
久
太
郎
・
荒
井

友
七
・
荒
井
久
七
・
深
町
代
五
郎
・
八
木

原
三
代
吉
・
筒
井
勝
次
郎
・
中
島
政
五
郎
・

田
部
井
惣
助
・
武
田
友
七
郎
・
横
川
吉
次

郎
・
生
方
八
郎
・
桑
原
壽
平
・
太
田
利
喜

蔵
・
久
野
幸
人
・
串
田
宗
三
郎

下村善太郎

須田傳吉大島喜六江原芳平

「楫取県令訣
けつべつ

別の辞」。元老院議官に転任が決まり、帰京する楫取に対して前橋町民の有志が惜別と
感謝の言葉をつづったもの　明治17年（1884）８月 16日

勝山宗三郎 勝山源三郎
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松
陰
の
魂
は
上
州
人
の
手
で
ア
メ
リ
カ
へ

松
陰
の
二
人
の
妹
、
楫
取
の
二
人
の
妻

平成 27年の大河ドラマ
井上真央さんが楫取素彦の妻役に

文（美和子）

写真提供／NHK

寿子夫人
（文の姉）

楫取素彦 星野長太郎

阿久津美保 画

新井領一郎

寿子

前
橋
藩
は
明
治
三
年
（
１
８
７
０
）
藩

営
製
糸
所
を
開
設
し
た
。
官
営
富
岡
製
糸

場
に
先
立
つ
わ
が
国
初
の
洋
式
器
械
製
糸

所
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
前
橋 

藩
士
・
速は
や
み水
堅け
ん

曹そ
う

の
伝
習
生
・
星ほ
し

野の

長ち
ょ
う

太た 

郎ろ
う

は
、
明
治
七
年
生
家
の
あ
る
勢
多
郡
水

沼
村
（
桐
生
市
黒
保
根
町
）
に
水
沼
製
糸

所
を
開
業
し
た
。

長
太
郎
は
楫
取
県
令
の
勧
奨
と
援
助
で
、

生
糸
の
直
輸
出
を
行
お
う
と
弟
の
新あ
ら

井い

領
り
ょ
う 

一い
ち

郎ろ
う

を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
す
る
計
画
を
立

て
た
。
横
浜
の
居
留
地
貿
易
で
は
外
国
商

人
に
利
益
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
領
一
郎
は
十
二
歳
で
下
田
沢
村
（
桐

生
市
黒
保
根
町
）
の
新
井
家
の
養
子
と
な

り
、
十
七
歳
で
高
崎
藩
英
学
校
に
入
学
し

た
。
同
級
生
に
後
年
「
憲
政
の
神
様
」
と

称
さ
れ
る
尾お
ざ
き崎
行ゆ
き

雄お

が
い
た
。

前
橋
の
楫
取
邸
を
訪
れ
た
領
一
郎
に
、 

楫
取
県
令
夫
人
・
寿ひ
さ

子こ

は
兄
・
吉よ
し

田だ

松し
ょ
う
い
ん陰 

の
形
見
の
短
刀
を
手
渡
し
た
。「
こ
の
品

に
は
兄
の
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
魂
は
、
兄
の
夢
で
あ
っ
た
太
平
洋
を

越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
安
ら
か
に

眠
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
」。

明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
領
一
郎
は
渡

米
し
た
。
松
陰
の
魂
は
上
州
人
の
手
に
よ

っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
松
陰
は
吉
田
家
の
養
子
で
実
家
は

杉
家
で
あ
る
。
松
陰
に
は
千
代
・
寿ひ
さ

・
艶つ
や

（
夭
折
）・
文ふ
み

の
四
人
の
妹
が
い
た
。
寿 

（
寿
子
）
は
楫
取
素
彦
、
文
（
文
子
）
は 

久
坂
玄
瑞
に
嫁
い
だ
。
玄
瑞
・
文
夫
妻
は

子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、素
彦
・

寿
夫
妻
の
次
男
・
道
明
が
養
子
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
松
陰
―
素
彦
―
玄
瑞
は
ま

さ
に
松
陰
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

楫
取
と
寿
の
結
婚
は
松
陰
が
関
わ
っ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
楫
取
と
の
絆
は

さ
ら
に
深
ま
っ
た
。
松
陰
は
楫
取
を
正
直

で
「
気
力
・
詩
力
・
酒
力
」
は
自
分
よ
り

上
だ
と
敬
愛
。「
江
戸
送
り
」
の
と
き
に

は
松
下
村
塾
の
後
事
を
託
し
、「
至
誠
に

し
て
動
か
ざ
る
者は

未い
ま

だ
之こ

れ
あ
ら
ざ
る
な

り
」（『
孟
子
』）と
そ
の
思
い
を
伝
え
た
。

群
馬
県
令
と
な
っ
た
楫
取
は
「
至
誠
」

を
も
っ
て
県
政
を
行
っ
た
。
寿
子
は
内
助

の
功
で
夫
を
支
え
た
が
、
中
風
症
か
ら
胸 

膜
炎
を
併
発
し
明
治
十
四
年（
１
８
８
１
）

一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
す
る
と
母
・
滝
子

は
久
坂
玄
瑞
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
文
子

に
楫
取
と
の
再
婚
を
促
し
た
。文
子
は「
貞

女
二
夫
に
ま
み
え
ず
」
と
応
じ
な
か
っ
た

が
、
滝
子
は「
こ
う
す
る
こ
と
が
、
亡
夫
・

玄
瑞
や
亡
姉
・
寿
子
、
亡
兄
・
松
陰
の
願

い
で
あ
ろ
う
」
と
説
い
た
。
こ
れ
で
文
子

も
再
婚
を
決
意
。
い
っ
た
ん
杉
家
に
復
籍

し
、
名
前
も
美
和
子
と
改
め
、
楫
取
と
再

婚
し
た
。
二
人
の
結
婚
は
年
譜
で
は
明
治

十
六
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
十
四
年
末

に
文
子
は
前
橋
の
楫
取
の
も
と
へ
や
っ
て

来
た
。

寿
子
は
明
治
九
年
か
ら
十
三
年
ま
で
、

文
子
は
明
治
十
四
年
か
ら
十
七
年
ま
で
、

前
橋
で
過
ご
し
た
。

平成27年のNHK大河ドラマが、「花燃ゆ」
に決定しました。同作は初代群馬県令・楫取
素彦の妻、文（美和子）を主人公にしたドラマ。
女優・井上真央さんが文役を演じます。８月
にクランクインし、平成27年１月から放送予 
定。楫取素彦を支えた文の生涯がどのように
描かれるのか、期待されます。

資料提供協力
群馬県立歴史博物館
群馬県立文書館
山口県文書館
防府天満宮

吉田松陰
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前
橋
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛
称
、

Ｍ
サ
ポ
）
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活

動
を
支
援
す
る
会
の
代
表
。
市
民
活
動
に
関

す
る
情
報
提
供
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な

ど
、
市
民
の
自
発
的
・
自
主
的
な
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。

「
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
に
出
会
え
る
こ

と
が
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
」

市
民
活
動
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
は
12

年
前
。
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
、
子
育
て
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
。
主
な
活
動
内
容
は
チ
ラ
シ
の
作

成
だ
っ
た
が
、
社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
組
織
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
時
感
じ
た
。

建
築
士
の
資
格
を
持
つ
萩
原
さ
ん
は
、
建

築
士
の
仲
間
と
共
に
、
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
住
環
境
の
研
究
や
小
学
生
を
対
象
と

し
た
住
教
育
を
続
け
て
い
る
。

「
仕
事
と
し
て
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
興

味
の
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
」

市
内
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
市
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト「
Ｍ

サ
ポ
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
の
開
催
を
３
月
１
日

㈯
に
控
え
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

「
Ｍ
サ
ポ
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
市
民
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
人
た
ち
に
こ
の
施
設
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

萩
原
さ
ん
の
活
動
に
よ
り
、
市
民
活
動
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

皆
さ
ま
の
自
主
的
な
活
動
を
つ
な
げ
た
い

会場が息をのむ演技を披露
12月15日、市民文化会館で市民芸術文化祭 
を開催。劇団ペルソナ館と児童文化センター
演劇クラブ、同クラブの保護者たちが共演し
演劇を披露。江戸時代の貧しい農民たちの姿
を描いた「ベロだしチョンマ」を熱演し、観
客から惜しみない拍手が送られていました。

都内でバラのトップセールス
12月13日、東京都世田谷市場でバラのトッ
プセールスを行いました。山本市長とＪＡ前
橋市・大澤組合長を中心に色鮮やかで高品質
な前橋産切りバラをＰＲ。セリ場に集まった
約300人の買参人を前に前橋産バラの魅力を
伝えました。

会場が息を む演技を披都内 バ プ

Mサポで市民活動を
バックアップ
萩原　香さん　55歳
日吉町四丁目

まえばし人
I K I I K I - M A E B A S H I J I N
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前
橋
産
落
花
生

空
っ
風
の
吹
く
赤
城
山
麓
の
前
橋
で
、
妥

協
を
許
さ
ず
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
生
産
者

が
丹
精
し
て
作
っ
た「
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
」。

今
回
は「
前
橋
産
落
花
生
」を
紹
介
し
ま
す
。

■
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

本
市
で
は
、
昔
か
ら
各
地
で
落
花
生
の
栽

培
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
に

赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
さ
れ
た
前
橋
産

落
花
生
。
本
市
や
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
ほ
か
、
群

馬
県
中
部
農
業
事
務
所
に
よ
る
生
産
指
導
、

栃
木
県
の
専
門
業
者
に
よ
る
加
工
協
力
な
ど
、

多
く
の
連
携
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
市
内
各
地
区
で
生
産

昨
年
、
前
橋
産
落
花
生
は
25
戸
の
生
産
者

に
よ
っ
て
、
１
２
３
㌃
の
畑
で
、
１
，
５
３

０
㌔
㌘
の
収

穫
が
あ
り
ま

し
た
。
作
付

け
は
清
里
地

区
か
ら
粕
川

地
区
ま
で
市

内
広
域
で
実

施
。
市
内
の

酒
販
店
や
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
、
農
産
物

直
売
所
な
ど
で
、
３
月
末
ま
で
販
売
す
る
予

定
で
、
１
袋
２
０
０
㌘
入
り
で
希
望
小
売
価

格
は
５
０
０
円
で
す
。

■
芋
焼
酎
と
の
相
性
も
抜
群

前
橋
産
落
花
生
「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」
を
、

昔
な
が
ら
の
天
日
干
し
に
し
た
後
、
ば
い
煎

し
ま
す
。
新
豆
な
ら
で
は
の
ふ
く
よ
か
な
甘

み
と
香
ば
し
さ
が
特
徴
で
、
赤
城
の
恵
ブ
ラ

ン
ド
認
証
品
で
あ
る
本
格
芋
焼
酎
「
赤
城
の

恵
」に
良
く
合
い
ま
す
。

■
健
康
・
栄
養

落
花
生
は
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
木
の
実
で
は
な
く
、
豆
の
一
種
で
す
。

脂
質
を
豊
富
に
含
む
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
な
ど
も
含
ま

れ
る
栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す
。

■
生
産
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
と
と
し
に
比
べ
て
収
穫
量
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
食
べ
て
も
ら
っ
た
人
か
ら
、「
お

と
と
し
よ
り
も
美
味
し
い
」
と
声
を
掛
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
が
心
を
込

め
て
作
っ
た
落
花
生
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

vol.６

問
い
合
わ
せ
は

　 Ｊ
Ａ
前
橋
市 

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
３
８
３
２

クラブ活動でころとんをＰＲ
市立前橋高では学校のバスにころとんのス

テッカーを貼り、ころとんのＰＲに努めてい
ます。クラブ活動での移動中や遠征先では他
校の生徒などから注目されるなど評判は上々。
生徒たちも笑顔でバスに乗り、クラブ活動を
頑張っています。

旧磯部湯でアーティストトーク
アーツ前橋では12月15日、旧磯部湯（千代
田町一丁目）で「磯部湯トーク」を開催しま 
した。アーティストの伊藤存さんと幸田千依
さんが、地域アートプロジェクトでの滞在制
作や作品について対談。来場者は、会場に広
がる芸術の世界に引き込まれていました。

ブ活動 と を磯部湯

香ばしくふくよかな甘み

C I T Y
シティウォッチング

C  I  T  Y   W  A  T  C  H  I  N  G
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お
知
ら
せ

都
市
計
画
道
路
計
画
案
の
縦
覧

県
道
南
新
井
・
前
橋
線
バ
イ
パ
ス

事
業
化
に
伴
い
、都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
１
１
７
号
池
端
町
線
を
追
加
し

ま
す
。
こ
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
１
月
10
日
㈮
〜
24
日
㈮

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）、
午
前 

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
前

橋
土
木
事
務
所
（
上
細
井
町
）、
市

役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
こ
の
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
１
月

10
日
〜
24
日
（
必
着
）
に
郵
送
か
直

接
。
住
所
・
氏
名
・
意
見
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
８
５
７
０
大
手
町
一
丁

目
１
番
１
号
・
県
庁
都
市
計
画
課
へ

問
市
都
市
計
画
課
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
９
４
４

４
つ
の
都
市
計
画
が
決
定
に

４
つ
の
都
市
計
画
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

決
定
し
た
都
市
計
画
＝
①
千
代
田
町

二
丁
目
８
番
街
②
東
公
園
③
前
橋
水

質
浄
化
セ
ン
タ
ー
④
前
橋
市
し
尿
処

理
施
設

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課
か
、

①
②
は
県
庁
都
市
計
画
課
③
④
は
県

下
水
環
境
課

問
市
都
市
計
画
課
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
９
４
４

受
験
予
定
者
対
象
に
採
用
説
明
会

平
成
26
年
度
に
行
う
本
市
職
員
採

用
試
験
の
受
験
予
定
者
を
対
象
に
、

採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
①
２
月
10
日
㈪
午
前
10
時
〜

正
午
②
同
午
後
２
時
〜
４
時
③
２
月

12
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
④
同
午
後

２
時
〜
４
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
会
議
室

対
象
＝
平
成
26
年
度
の
本
市
採
用
試

験
受
験
予
定
者
①
④
は
全
職
種
②
③

は
事
務
職
の
み
、
先
着
各
30
人

申
１
月
10
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら

職
員
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
５

０
７
へ
。
ま
た
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

文
化
財
守
る
検
査
と
訓
練
を
実
施

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

１
月
22
日
㈬
か
ら
24
日
㈮
ま
で
市
内

41
カ
所
の
文
化
財
を
検
査
し
ま
す
。

ま
た
、
１
月
26
日
㈰
の
文
化
財
防
火

デ
ー
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
１
月
26
日
午
前
10
時

会
場
＝
旧
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣

教
師
館（
小
屋
原
町
）

問
消
防
局
予
防
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
４
５
０
７

施
設
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た

本
紙
10
月
１
日
号
で
募
集
し
た
、

済
生
会
前
橋
病
院
（
上
新
田
町
）
の

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
愛
称
が

「
お
ひ
さ
ま
の
家
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

問
保
育
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５

７
０
５

シンポジウム「アートと出会う」
アートと地域の関わり方や、アーツ前橋が、

多くの人々にとって魅力的な施設であるために
何をするべきかなどを、パネルディスカッショ
ン（パネリストは下のとおり）で議論します。
日時＝１月11日㈯午後２時
会場＝前橋テルサ内２階ホール
対象＝先着500人
申当日会場へ直接
問アーツ前橋☎027-230-1144

アーツ前橋開館を記念して

政治学者・ 
姜尚中さん

アーティスト・ 
八谷和彦さん

フリーアナウンサー・ 
住吉美紀さん

都市社会学者・ 
山田創平さん

アーツ前橋館長・ 
住友文彦

本市ホームページに掲載します
本市と練馬区は、いずれかの地域で大規模な災
害が発生したとき、相互のホームページで行政情
報を発信する協定を結んでいます。
この訓練を、１月18日㈯から31日㈮まで実施

します。練馬区のホームページが閲覧できない状
況を想定して、本市ホームページに練馬区の被災
状況（仮想）を掲載。「この内容は訓練です」という
表示とともに、被害・ライフライン・避難所開設
状況などを掲載します。
問市政発信課☎027-898-6642

練馬区の被災状況（仮想）を

司会パネリスト
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
縦
覧

「
前
橋
及
び
富
士
見
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
」
の
農
用
地
利
用
計
画

の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
変

更
案
は
、
平
成
25
年
４
月
に
受
け
付

け
た
農
振
除
外
の
個
別
申
し
出
に
基

づ
い
た
も
の
。
市
内
在
住
の
人
は
変

更
案
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
が
で

き
、
農
用
地
区
内
の
土
地
の
所
有
者

や
権
利
者
は
異
議
の
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
〈
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
〉

１
月
20
日
㈪
ま
で〈
異
議
の
申
し
出
〉

１
月
21
日
㈫
〜
２
月
４
日
㈫
（
土
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
農
林
課
、
富
士

見
支
所

問
農
林
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

７
０
２
、
富
士
見
地
区
に
つ
い
て
は

富
士
見
支
所
☎
０
２
７
―
２
８
８
―

１
９
４
６

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
社
会
実
験

本
市
で
は
、
新
し
い
公
共
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
全
市
導
入
に
向
け
て
、

有
識
者
な
ど
に
よ
る
研
究
会
を
設
置

し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
富
士
見

地
区
で
デ
マ
ン
ド
型
相
乗
り
タ
ク
シ

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
１
日
㈯
〜
４
月
30
日
㈬

対
象
＝
富
士
見
地
区
在
住
で
、
75
歳

以
上
や
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
人
な
ど

問
交
通
政
策
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
９
３
９

中
央
公
民
館
利
用
予
約
受
け
付
け

中
央
公
民
館
の
４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
部
屋
利
用
調
整
会
議
を
開
催
。

会
議
以
降
は
電
話
と
窓
口
で
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

□
ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
・
ア
ト

リ
エ
・
ス
タ
ジ
オ
な
ど

利
用
曜
日
・
会
議
日
時
＝〈
日
月
曜
〉

１
月
27
日
㈪
〈
火
曜
〉
１
月
28
日
㈫

〈
水
曜
〉
１
月
29
日
㈬
〈
木
曜
〉
１ 

月
30
日
㈭
〈
金
土
曜
〉
１
月
31
日
㈮
、

ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
な
ど
は

午
前
９
時
、ア
ト
リ
エ
は
午
後
１
時
、

ス
タ
ジ
オ
は
午
後
２
時

□
そ
の
他
の
部
屋

部
屋
・
会
議
日
時
＝〈
料
理
実
習
室
〉

１
月
24
日
㈮
午
前
９
時
〈
和
室
・
茶

室
〉同
午
前
10
時

申
指
定
の
会
議
日
時
に
団
体
の
代
表

者
が
同
館
（
☎
０
２
７
―
２
１
０
―

２
１
９
９
）へ
直
接

県
の
最
低
賃
金
が
改
定
に

県
の
最
低
賃
金
（
地
域
別
）
が
時

給
７
０
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
次
の
と
お
り
改
正
に
。
こ
れ
は
、

県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

特
定
最
低
賃
金
（
時
給
）
＝
〈
製
鋼
・

鉄
素
形
材
製
造
業
〉
８
１
５
円
〈
一

般
機
械
器
具
製
造
業
〉８
０
４
円〈
電

気
機
械
器
具
製
造
業
〉８
０
２
円〈
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
〉８
０
４
円

問
群
馬
労
働
局
☎
０
２
７
―
２
１
０

―
５
０
０
５

蔵
書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す

１
月
20
日
㈪
か
ら
23
日
㈭
ま
で
、

市
立
図
書
館
各
分
館
は
臨
時
休
館
し

ま
す
。
な
お
、
市
立
図
書
館
と
こ
ど

も
図
書
館
は
、
通
常
ど
お
り
で
す
。

問
市
立
図
書
館
☎
０
２
７
―
２
２
４

―
４
３
１
１

催

　 し

大
胡
シ
ャ
ン
テ

☎
０
２
７
―
２
８
３
―
１
１
０
０

□
ム
ジ
カ
・
コ
ン
カ
ド
ー
ロ
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
２
月
９
日
㈰
午
後
２
時

曲
目
＝
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ

ト
ム
ジ
ー
ク（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
）、

鱒（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
）な
ど

費
用
＝
全
席
自
由
〈
一
般
・
親
子
ペ

ア
〉
１
，
５
０
０
円
〈
高
校
生
以
下
〉

５
０
０
円

申
同
館
へ

コラム長市
市長に就任してから、あっという

間に二度目のお正月を迎えました。
時間が私を急き立てているようです。
故郷を思い、悩み、皆さんの力を

お借りしながら、昨年は多くの課題
解決に向けて邁進した一年でした。
おかげさまで、種が芽となり、天

に向かって顔を出してくれています。
皆さんの心に一輪の花が咲き、空

から見れば、前橋が大きな花畑にな
りますよう、今年も頑張って水を遣
り、風を除け、心を配ってまいります。

ー
の
社
会
実
験
を
行
い

ま
す
。
こ
の
社
会
実
験

で
は
、
同
地
区
内
や
市

中
心
部
へ
の
移
動
に
か

か
る
タ
ク
シ
ー
の
費
用

を
、
１
人
１
乗
車
に
つ

き
５
０
０
円
助
成
（
回

数
な
ど
に
上
限
あ
り
）

し
ま
す
。

な
お
、
利
用
す
る
に

は
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
登
録
者
に
は
後

日
、
利
用
状
況
や
移
動

手
段
の
変
化
、
利
用
後

の
感
想
な
ど
を
伺
い
ま

す
。
登
録
・
利
用
方
法

な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

「ようこそ市長室へ」
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

ふ
る
さ
と
は
赤
城
の
山
と
花
応
え



広報まえばし　平成26年１月１日号

くらしの情報

14

催

　 し

地
域
づ
く
り
を
若
者
の
手
に

「
自
分
の
住
む
地
域
を
将
来
は
こ

ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」「
仕
事
や
子

育
て
を
し
な
が
ら
で
も
関
わ
れ
る
地

域
づ
く
り
活
動
が
あ
っ
た
ら
」。
そ

ん
な
思
い
を
持
っ
た
若
者
が
集
ま
り
、

意
見
を
出
し
合
う
地
域
若
者
会
議
を

開
催
し
ま
す
。
若
い
世
代
で
地
域
の

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１
月
22
日
㈬
午
後
７
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の

お
お
む
ね
20
歳
〜
40
歳
、
先
着
30
人

申
込
用
紙
の
配
布
＝
市
役
所
生
活
課

か
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

申
１
月
17
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス（
０

２
７
―
２
４
３
―
３
５
２
２
）
か

seikatu@
city.m

aebashi.gun
 

m
a.jp

で
。
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

市
役
所
生
活
課
（
☎
０
２
７
―
８
９

８
―
６
５
１
０
）へ

前
橋
物
産
館
で
新
春
セ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
内
の
前
橋
物
産
館
広

瀬
川
で
は
、
正
月
三
が
日
新
春
セ
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
１
，
０
０
０
円
以

上
の
買
い
物
を
し
た
先
着
２
０
０
人

に
は
、粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
１
日
㈬
〜
３
日
㈮
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
２
３
―
１
１

８
１

冬
の
赤
城
山
を
思
い
っ
き
り
満
喫

赤
城
山
で「
親
子
雪
山
遊
び
体
験
」

を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
赤
城
少
年
自
然
の
家

対
象
＝
４
歳
以
上
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
24
人

内
容
＝
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
、
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど

費
用
＝
中
学
生
以
下
５
，８
０
０
円
、

一
般
６
，
４
０
０
円

申
同
館
☎
０
２
７
―
２
８
７
―
８
２

２
７
へ

み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ
を
盛
大
に

障
害
児
者
た
ち
が
日
頃
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
、
音
楽
活
動
や
八
木
節

踊
り
を
披
露
す
る
「
み
ん
な
の
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
。
こ
ろ
と
ん
を
題
材

と
し
た
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
内
多
目
的
ホ

ー
ル

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
障
害
福
祉
課
☎
０
２
７
―
２
２
０

―
５
７
１
３

教
職
員
の
力
作
が
並
び
ま
す

「
教
職
員
自
作
教
材
・
教
具
展
」

を
開
催
。
楽
し
い
授
業
づ
く
り
を
目

指
し
て
、教
職
員
が
自
作
し
た
教
材
・

教
具
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
10
日
㈮
〜
２
月
７
日
㈮

（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０

９
２

スノーシューで雪山をスイスイ

江原芳平の銅像を展示

少林山達磨寺 七草大祭だるま市を開
催します。高崎は全国で一番のだるま生
産地。だるまを売る露店が立ち並ぶ少林
山達磨寺は、一年の福を祈願する人でに
ぎわいます。会場周辺は交通規制を行う
ため、来場には公共交通機関をご利用く
ださい。JR高崎駅西口から臨時バスが運
行されるほか、JR高崎駅西口・東口から
達磨寺まで、タクシーが定額運賃（普通
1,790円、小型1,700円）で運行します。
日時＝１月６日㈪正午～７日㈫午後２時
会場＝少林山達磨寺（高崎市鼻高町）
問高崎観光協会☎ 027-330-5333

少林山七草大祭だるま市

高
崎
高
崎
高
崎
だ
よ
り

本市に寄贈された、前橋25人衆の１人、
江原芳平の胸像を公開します。制作者の森
村酉三は、本市の水道資料館にある上水道
の竜のデザインの共用栓を制作した人で、
この像は美術的な価値もあるものです。
期日＝１月15日㈬から
会場＝市役所１階市民ロビー
問文化国際課☎027-898-6522
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児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
１
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
〈
①
平
日
〉
午
後
３
時
30
分

〈
土
日
曜
・
祝
日
〉
②
午
前
10
時
③

午
前
11
時
④
午
後
１
時
30
分
⑤
午
後

３
時
30
分

内
容
＝
①
②
④
は
星
座
の
お
話
「
よ

だ
か
の
星
」
③
⑤
は
天
文
学
シ
リ
ー

ズ「
わ
く
わ
く
惑
星
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
」

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
１
月
11
日
㈯
②
１
月
18
日

㈯
、
午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
養
老
の
滝
」「
い
た 

ち
の
子
守
う
た
」
②
は
「
ア
リ
バ
バ

と
40
人
の
と
う
ぞ
く
」「
ぞ
く
ぞ
く

村
の
オ
バ
ケ
た
ち
〜
ち
び
っ
こ
お
ば

け
グ
ー
・
ス
ー
・
ピ
ー
」

□
図
画
作
品
展

期
日
＝
１
月
11
日
㈯
〜
２
月
４
日
㈫

対
象
校
＝
桃
井
小
・
城
南
小
・
天
川

小
・
中
央
小
・
朝
倉
小
・
一
中
・
五

中
・
聾
学
校
・
盲
学
校

□
理
科
研
究
発
表
会
優
秀
作
品
展

期
日
＝
１
月
11
日
㈯
〜
２
月
２
日
㈰

対
象
校
＝
城
南
小
・
新
田
小
・
細
井
小

□
県
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
交
流
会

日
時
＝
１
月
18
日
㈯
午
後
０
時
15
分

〜
３
時
30
分

内
容
＝
県
内
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

活
動
発
表
や
科
学
工
作
教
室
（
先
着

20
人
）な
ど

中
央
公
民
館

☎
０
２
７
―
２
１
０
―
２
１
９
９

□
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
バ
ン
ビ
ー
ナ

「
十
二
夜
」プ
レ
公
演

日
時
＝
２
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
４
０
０
人

申
１
月
６
日
㈪
か
ら
同
館
で
整
理
券

を
配
布

こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
１
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
・
２

月
６
日
㈭
、
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
な
ど

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
１
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25

日
㈯
・
２
月
１
日
㈯
、
午
後
１
時
30

分
〜
２
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
、
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
相
談
な
ど

□
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
１
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
10
分

対
象
＝
１
歳
児
ま
で
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
な
ど

□
親
子
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

日
時
＝
①
１
月
25
日
㈯
午
前
10
時
②

１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
③
２
月
２
日

㈰
午
前
10
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
遊
び

な
ど

□
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
１
月
26
日
㈰
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
１
歳
児
ま
で
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
み
方

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

□
映
像
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
１
月
14
日
㈫
午
後
２
時

内
容
＝
「
ラ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
エ
ヴ
ァ

ー
原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス
＆
フ
ラ
ッ
ツ｣

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

申
当
日
同
館
へ
直
接

東国千年の都 連携文化財展
本市と高崎市が連携して行う文化財
展・東国千年の都「前橋・高崎の弥生
時代～2000年前の開拓者たち」を開
催。ことしは弥生時代にスポットを当
て、両市の先人たちの開拓の歴史を、
代表的な遺跡の出土品を通じて考えます。

会場・日時＝〈前橋プラザ元気21〉１
月８日㈬～14日㈫、午前９時～午後
６時〈高崎シティギャラリー（高崎市
高松町）〉１月18日㈯～27日㈪、午
前９時～午後６時
問文化財保護課☎027-231-9531

▲  粕川町一日市の堤頭遺跡
から出土した土器

粕川町深津の西迎遺跡

▲

から出土　

前橋と高崎の２会場で開催
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募

　 集

学
校
で
支
援
行
う
臨
時
職
員
募
集

子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
る
臨
時
職

員
を
募
集
。
そ
れ
ぞ
れ
選
考
で
採
用

者
を
決
定
し
ま
す
。

職
種
・
対
象
な
ど
＝
左
表
の
と
お
り

雇
用
期
間
＝
各
４
月
か
ら
学
期
ご
と

勤
務
日
数
・
時
間
＝
左
表
の
①
③
④

は
授
業
日
数
と
同
じ
②
は〈
１
学
期
〉

60
日
〈
２
学
期
〉
70
日
〈
３
学
期
〉 

45
日
、
１
日
各
５
時
間
（
週
25
時
間

以
内
）

賃
金
＝
各
時
給
９
２
０
円

申
２
月
６
日
㈭
〜
12
日
㈬
に
履
歴
書
、

４
０
０
字
程
度
の
志
望
動
機
を
記
入

し
た
Ａ
４
用
紙
、
80
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
用
意
し
、
①
②
④

は
市
役
所
学
校
教
育
課
（
☎
０
２
７

―
８
９
８
―
５
８
６
４
）
③
は
同
所

青
少
年
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

５
８
７
６
）へ
直
接

子
育
て
支
援
の
会
員
に
な
ろ
う

自
宅
で
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
、

育
児
の
手
伝
い
を
す
る「
ま
か
せ
て
・

ど
っ
ち
も
会
員
」
を
募
集
。
こ
の
説

明
会
と
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
で
先
着
５
人
ま
で
未
就

学
児
の
託
児
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
〜
24
日
㈮
の
４

回
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
＝
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
（
総
合

教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
人
、
先
着
30
人

申
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
―

２
３
０
―
９
０
０
７
へ

募
集
し
ま
す
介
護
認
定
調
査
員

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
必
要

な
調
査
を
行
う
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
（
選

考
）。
①
他
の
仕
事
と
兼
職
し
な
い

②
１
カ
月
で
20
件
程
度
の
調
査
が
可

能
③
自
動
車
な
ど
の
移
動
手
段
が
あ

る
④
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
持

っ
て
い
る
か
、
保
健
師
・
看
護
師
・

社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
持
ち
実
務
経
験
が
あ
る

報
酬
＝
１
件
当
た
り
４
，
１
０
０
円

申
１
月
17
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
直
接
。

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
用

意
し
、
市
役
所
介
護
保
険
室
（
☎
０

２
７
―
８
９
８
―
６
１
５
５
）へ

明
寿
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

明
寿
大
学
は
高
齢
者
の
学
び
の
場
。

４
年
制
で
講
座
学
習
や
ク
ラ
ブ
学
習

な
ど
を
通
じ
地
域
活
動
の
で
き
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。
こ
の
４
月
に
入

学
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
第
２
・
第
４
月
曜
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
、
１

１
３
人（
抽
選
）

費
用
＝
ク
ラ
ブ
学
習
費
、
学
友
会
費

な
ど

申
２
月
７
日
㈮
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で（
１
人
１
通
、夫
婦
の
み
連
名
可
）。

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
２
３
本
町
二
丁
目

12
―
１
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
中

央
公
民
館
「
明
寿
大
学
係
」（
☎
０
２

７
―
２
１
０
―
２
１
９
９
）へ

入居者を募集します
新築した南橘町第五団地（南橘町）の入居者

を募集します。対象は市営・県営住宅に現在入
居しておらず、住宅に困っている人。入居には、
２人以上の世帯は市内在住か在勤であること、
高齢の単身者は自立した日常生活が可能である
ことなどの条件があります。詳しくは問い合わ
せてください。
間取り・家賃・戸数＝〈2DK〉１万7,400円~３
万4,100円〈2LDK〉２万6,700円~５万2,300円
〈3DK〉３万2,400円~６万3,600円、各５戸
～８戸
入居者の決定方法＝２月に公開抽選会を実施
入居予定日＝３
月１日㈯
申１月６日㈪～
17日㈮に市役所
建築住宅課（☎
027-898-6833）
へ直接

新築の南橘町第五団地

臨時職員募集一覧
職種 対象 業務内容

①個別支援推進補助員
障害児の保育や教職の
経験があるか、これに
準じた経験がある人

学級担任や教科担任と
協力して、障害児の個別
の教育支援計画に基づ
く支援を行う

②学校支援員 子どもの教育に関わっ
たか、これに準じた経
験がある人

小中学校の特別に支援
を要する児童生徒の援
助を行う

③スクールアシスタント
不登校傾向など学校生
活に悩みのある児童生
徒の支援を行う

④特別支援学級介助員
障害児の教育や障害者
の介助に従事した経験
がある人

特別支援学級児童生徒
の指導援助を行う

南橘町第五団地

▲
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ク
ラ
ブ
で
理
科
の
楽
し
さ
を
満
喫

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る

理
科
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
時
＝
１
月
25
日
〜
２
月
22
日

の
土
曜
５
回
、
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
４
〜

中
３
、
30
人（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

申
１
月
15
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
名
・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片
貝

町
五
丁
目
８
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

「
理
科
ク
ラ
ブ
係
」（
☎
０
２
７
― 

２
２
４
―
２
５
４
８
）へ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

☎
０
２
７
―
２
６
５
―
０
９
０
０

□
ス
タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク

日
時
＝
２
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
先
着

15
人

費
用
＝
４
，
２
０
０
円
（
学
生
３
，

１
５
０
円
）

申
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
同
館
へ

そ
の
他
の
施
設

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
体
験

日
時
＝
〈
メ
リ
ハ
リ
ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ 

プ
〉
１
月
23
日
㈭
午
後
７
時
〜
７
時

45
分
〈
元
気
に
な
り
マ
ッ
ス
ル
〉
同

午
後
８
時
〜
８
時
45
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20
人

申
１
月
22
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
市

民
体
育
館
☎
０
２
７
―
２
６
５
―
０

９
０
０
へ

□
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ

日
時
＝
１
月
23
日
〜
３
月
６
日
の
木

曜
７
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

会
場
＝
エ
メ
ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
（
国
領

町
二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

費
用
＝
３
，
５
０
０
円
と
貸
し
靴
代

申
１
月
20
日
㈪
ま
で
に
同
場
☎
０
２

７
―
２
３
３
―
６
４
０
５
へ

講
座
・
教
室

み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
郷

☎
０
２
７
―
２
８
３
│
８
６
３
３

□
日
舞
体
操

日
時
＝
１
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮
・
24

日
㈮
・
31
日
㈮
・
２
月
７
日
㈮
・
14

日
㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20
人

申
各
開
催
日
に
同
館
へ
直
接

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
―
２
３
１
―
３
９
４
３

□
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル

講
座
名
・
期
日
＝
〈
日
本
の
心
を
愉

し
む
写
経
〉
１
月
８
日
〜
３
月
５
日

の
水
曜
３
回
〈
基
礎
か
ら
始
め
る
話

し
方
・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
入
門
〉

１
月
11
日
㈯〈
子
ど
も
の
英
会
話（
小

１
〜
小
４
）〉
１
月
11
日
〜
３
月
22

日
の
土
曜
６
回
〈
体
験
し
よ
う
！
和

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
！
日
舞
の
健
康
体

操
〉
１
月
12
日
㈰
〈
大
人
の
や
さ
し

い
英
会
話
〉
１
月
17
日
〜
３
月
28
日

の
金
曜
９
回

申
同
館
へ

命
を
救
う
術
を
学
ぶ
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
。
応
急

手
当
て
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
１
月
26
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
＝
消
防
局

対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
の
中
学
生

以
上
、
先
着
40
人

申
１
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
に
消
防
局

警
防
課
☎
０
２
７
―
２
２
０
―
４
５

１
３
へ

本紙最終ページに掲載している「元気まえ
ばしッ子」。このコーナーに掲載を希望する
子どもの写真を募集します。
対象＝市内在住で平成24年４月２日～８月
１日生まれの男女、各24人（抽選）
申１月31日㈮までに往復ハガキで（１人１
通）。住所・親子の氏名（ふりがな）・電話番
号・子どもの生年月日と性別・双子の場合
はその旨を記入し、市役所市政発信課「元気
まえばしッ子係」（☎027-898-5847）へ

子どもの笑顔載せませんか

元気まえばしッ子

24この広報紙は再生紙を使用。不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。

所
役
市
橋
前

１
０
６
８
│
１
７
３
〒

目
丁
二
町
手
大
市
橋
前

12

１
│

１
１
１
１
│
４
２
２
│
７
２
０

３
０
０
３
│
４
２
２
│
７
２
０

・

８:

30

17:

15

・
気
元

21

10:

00

19:

00

課
信
発
政
市
部
策
政

・
日
１
月
毎

15

行
発
日

● 日時＝〈Jr〉第２・第４水 
曜、午後６時〈大人〉第２・
第４日曜、午後７時

● 会場＝清里市民サービスセンター
●会員数＝50人
● 代表者＝矢島勇さん
　☎090-3087-1052
前橋西謡会は、大人と子ど
も（Jr）の２部門で活動して
います。地域のイベントなど
で八木節を披露。伝統芸能の
継承と明るい地域づくりに貢
献していきたいですね。

前橋西謡会

総社町高井では12月８日、町公民館でしめ縄作
りと餅つき大会を開催しました。しめ縄作りでは
小学生が慣れない作業に悪戦苦闘しながらも、自
分だけのしめ縄を完成。餅つきでは子どもたち
が杵を振り下ろすたびに、「よいしょ」と威勢のい 
い掛け声が上がりました。

朝日町四丁目では12月15日、同町集会室で子ど
も餅つき大会を開催しました。毎年12月中旬の日 
曜に行われている行事で、ことしは約40人が参加。 
ふかしたもち米を木のうすと杵でつくと、参加し 
た子どもたちは「ぺったん、ぺったん、いい音が 
するね」などと話しながら餅つきを楽しみました。

後藤　遥
はるか

奏ちゃん
２歳・駒形町

木村　匠
しょうご

吾ちゃん
２歳・新前橋町

望月　亜
あき

紀ちゃん
２歳・上細井町

片貝　俐
りひと

仁ちゃん
２歳・上泉町

宮沢　望
のあ

愛ちゃん
２歳・駒形町

松本　航
こうたろう

太朗ちゃん
２歳・上小出町二丁目

広報まえばしは、市の
情報を皆さんに伝える大 
事な役割を担っています。
より読みやすく、分かり 
やすくお伝えできるよう、
そして皆さんに親しまれ
る広報まえばしを目指し
て、課員一同が気持ちを
新たに取り組んでいきま
す。市民の皆さんと市役 
所を結ぶ広報まえばしを、
ことしもよろしくお願い
します。（職員一同）

編集こぼれ話

笑
顔
で
し
め
縄
作
り
と
餅
つ
き

総
社
町
高
井

う
す
と
杵
で
正
月
気
分
を
満
喫

朝
日
町
四
丁
目

元気まえばしッ子
このコーナーでは２歳になる子を紹介しています。
※ 平成24年４月２日～平成24年８月１日生まれの子
の募集記事は、本紙17㌻に掲載しています。

・第第第４水水水水水４水水水水水水水
人〉第２・・

元気まえばしッ子
コーナー

● レディース・メンズソフトバ
レーボール（２月２日㈰午前
８時30分、宮城体育館）

詳しくは市民体育館（☎027-
265-0900）に問い合わせるか、
本市ホームページをご覧ください。

スポーツ大会情報

住所
〒 000-0000 前橋市○○町○
○丁目○○
親子の氏名（ふりがな）
親：○○　○○（○○　○○）
子：○○　○○（○○　○○）
電話番号
000-000-0000
子どもの生年月日と性別
○年○月○日生まれ
性別：○
※○○○○

往復ハガキの記入例



広報まえばし　平成26年１月１日号

くらしの情報

18

講

　 座

企
業
支
援
の
手
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

前
橋
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
新
し

い
時
代
の
起
業
支
援
と
企
業
支
援
〜

目
指
せ
！
地
域
の
活
性
化
！
」
を
開

催
。全
国
で
活
躍
中
の
講
師
を
招
き
、

企
業
支
援
の
成
功
例
を
交
え
な
が
ら
、

企
業
の
強
み
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
２
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

申
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
９
８
３
へ

若
者
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

学
生
や
若
者
の
就
職
成
功
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
親
が
学
ぶ
子
ど
も
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
１
月
20
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
市
役
所

対
象
＝
子
ど
も
の
就
職
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
家
族
、
先
着
20
人

□
基
本
を
押
さ
え
る
！
内
定
獲
得
ノ

ウ
ハ
ウ
講
座

日
時
＝
１
月
22
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
市
役
所

対
象
＝
就
職
活
動
中
の
学
生
・
既
卒

者
、
先
着
20
人

内
容
＝
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
面
接
対
策
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

申
以
上
の
２
つ
は
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
２
７
―
２

３
３
―
２
３
３
０
へ

口
腔
・
栄
養
に
関
す
る
講
座

「
楽
楽
食
講
座
」
を
開
催
。
介
護

予
防
や
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
講
話
、

調
理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
・
20
日
の
木
曜
２

回
、
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
60
歳
以
上
、
先
着
25
人

費
用
＝
６
０
０
円

申
１
月
６
日
㈪
〜
29
日
㈬
に
介
護
高

齢
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
１
３

３
へ老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

（
ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
60
歳
未
満
）

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
５
２
―
３
０
７
７

□
紅
洋
花
舞
踊
シ
ョ
ー

日
時
＝
１
月
22
日
㈬
午
後
０
時
30
分

〜
１
時
30
分

□
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
時
＝
１
月
29
日
㈬
午
後
１
時
〜
２
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

申
１
月
15
日
㈬
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
個
別
相
談

日
時
＝
〈
①
お
口
と
栄
養
〉
１
月
27

日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
〈
②
心

配
ご
と
〉
１
月
30
日
㈭
午
後
１
時
〜

３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
①
は
先
着
４

人
②
は
先
着
３
人

申
１
月
14
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
３
│
２
１
２
１

□
森
久
美
子
＆
ザ
・
太
陽
新
春
歌
謡

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時
＝
１
月
18
日
㈯
正
午
〜
午
後
２
時

□
前
橋
高
大
道
芸
部

日
時
＝
１
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
２
時

□
大
正
琴「
レ
モ
ン
」演
奏
会

日
時
＝
１
月
31
日
㈮
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
10
分

□
一
日
教
室

日
時
＝
〈
①
健
康
ス
ポ
ー
ツ
〉
１
月

23
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
〈
②
体
を

ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
〉
１
月
24
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
30
人

用
意
す
る
物
＝
①
は
体
育
館
履
き
②

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
①
は
１
月
９
日
㈭
②
は
１
月
10
日

㈮
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

土曜日は詩人になる日Part2
文学館講座「土曜日は詩人になる日Part  
2」を開催。第18回萩原朔太郎賞受賞者で
詩人の小池昌代さんを講師に招き、詩を書
いて読んで味わいます。
日時＝２月22日・３月１日・８日の土曜３
回、午後２時～３時30分
対象＝詩を書いたことがない人、20人（抽選）
申１月24日㈮（必着）までにハガキで。講 
座名・住所・氏名・電話番号を記入し、〒
371-0022千代田町三丁目12-10・前橋文
学館（☎027-235-8011）へ。または maeb 
ungaku@maebashi-cs.or.jpで

詩の世界を味わいませんか

詩人・小池昌代さんの分かりやすい講義
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か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
５
―
３
８
０
１

□
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
１
月
９
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

用
意
す
る
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
か
ス
リ

ン
グ
、
体
温
計

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
１
月
15
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
以
上
の
２
つ
は
１
月
６
日
㈪
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
へ

□
新
春
の
つ
ど
い
「
紅
洋
花
舞
踊
シ

ョ
ー
」

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
８
―
６
１
１
３

□
各
種
教
室

日
時
＝
〈
①
初
め
て
の
「
タ
イ
式
ヨ

ガ
」〉
１
月
22
日
㈬
午
後
２
時
〜
３

時
〈
②
羊
毛
で
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ

う
〉
１
月
30
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
〈
③
腸
と
健
康
〉
１
月
28

日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20
人

申
１
月
７
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
１
月
17
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
10
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
１
月
６
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
０
８
８
０

□
新
春
「
双
葉
ま
さ
ゆ
き
」
歌
謡
シ

ョ
ー

日
時
＝
１
月
12
日
㈰
正
午
〜
午
後
１

時
30
分

□
朝
日
が
丘
幼
稚
園
お
遊
戯
発
表
会

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
前
11
時
〜
正
午

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う

日
時
＝
１
月
29
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

用
意
す
る
物
＝
体
育
館
履
き

申
１
月
７
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接税

第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
19
日
㈰
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２

３
３

国保税の特別徴収を実施
国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）を行います。仮徴収税額は平成25年度
の税額を基に算出します。
対象＝次の全てを満たす人。①世帯の国保加入者が全員65歳以上74歳未満②世帯主が
国保加入者③世帯主の年金受給額が年額18万円以上④介護保険料との天引き合算額が年
金受給額の２分の１を超えない
徴収月＝下表のとおり
□納付方法の選択
対象者は、国保税を口座振替でも納付できます（納付書払いへの変更は不可）。希望する
人は、市役所国民健康保険課か各支所で手続きを行ってください。
また、新しく口座振替を希望する人や、口座の変更を希望する人は、別途金融機関への
申し込みが必要です。
問国民健康保険課☎027-898-6250

国民健康保険税徴収月
対象者 仮徴収 本徴収

①平成25年度特別徴収の人
②平成25年４月２日～10月１日に要件を満たした人 ４・６・８月

10・12月
平成27年２月平成25年10月２日～12月１日に要件を満たした人 ６・８月

平成25年12月２日～平成26年２月１日に要件を満たした人 ８月
※対象者へは事前に「国民健康保険税特別徴収開始兼仮徴収額決定通知」を郵送します。
　 なお、現在、特別徴収の人の仮徴収税額は平成26年２月に徴収する税額と同額です。改めて仮徴収税額を
お知らせすることはありません。

対象者へは事前に通知します
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ミ
ニ
情
報

□
社
会
教
育
委
員
会
議
の
傍
聴

日
時
＝
１
月
10
日
㈮
午
後
３
時
〜
４

時
45
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
51
学

習
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に
会

場
へ
直
接

問
生
涯
学
習
課
☎
０
２
７
―
２
１
０

│
２
１
９
８

□
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
１
月
20
日
㈪
午
後
３
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に
会

場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
０
２
７
―

８
９
８
―
５
８
０
３

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
１
月
12
日
㈰
②
１
月
19
日

㈰
③
１
月
21
日
㈫
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
②
は
総
合
福
祉
会
館
③
は
城

南
支
所

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
３
２
―
３
８
４
８

□
市
民
の
茶
席

日
時
＝
１
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ

問
前
橋
茶
道
会
・
西
形
翠
静
さ
ん
☎

０
２
７
―
２
５
２
―
５
９
３
９

□
市
民
献
血

日
時
＝
１
月
９
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
２
４
―
２
１
０
２

□
自
衛
官
募
集

種
目
＝
①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

②
同（
技
能
）

対
象
＝
自
衛
官
未
経
験
者
で
①
18
歳

以
上
34
歳
未
満
②
18
歳
以
上
53
歳（
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
て
55
歳
）未
満

試
験
日
＝
受
付
時
に
連
絡

申
１
月
８
日
㈬
〜
４
月
２
日
㈬
に
自

衛
隊
前
橋
募
集
案
内
所
☎
０
２
７
―

２
３
３
―
８
９
６
０
へ

健

　 康

運
動
が
苦
手
な
人
の
た
め
の
教
室

□
た
め
し
て
運
動（
入
門
編
）

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

内
容
＝
運
動
体
験
、
健
康
ミ
ニ
講
話

申
１
月
14
日
㈫
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
４
へ

東
中

　 ３
年

　 阿
久
津

　 咲
妃
さ
ん

届
け
よ
う

　 君
の
優
し
さ

　 思
い
や
り

人
権
標
語

1月の各種無料相談
相談名・問い合わせ 日時 会場など

人権相談
問☎027-898-6100

１月17日㈮
午後１時～４時

市役所市民相談室
行政書士相談
問☎027-898-6100

２月３日㈪
午後１時～４時

成人のための
月いち健康相談
問☎027-220-5784

１月22日㈬午前９時～
11時・午後１時～３時

前橋保健センター

精神科医による
こころの相談
問☎027-220-5785

１月22日㈬・29日㈬、午
後１時30分～３時、(各
予約制）

市保健所

社会保険労務士による
電話労働相談
問☎027-898-6985
（相談は直接右記の各
相談員へ）

１月15日㈬午後１時30
分～４時

相談員・木暮富美子さん
（☎027-233-5115）へ

２月５日㈬午後１時30
分～４時

相談員・中嶋栄さん
（☎027-254-6064）へ

就労相談
問☎027-231-3211

火曜～土曜、午前10時
～午後４時

前橋テルサ

心配ごと相談
問☎027-237-5006

月曜～金曜、午後１時
～４時

総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポル
トガル語・スペイン語）
問☎027-243-7788

月曜、午後１時～５時・
木曜、午前９時～午後
１時

市役所外国人相談窓口

相談名・問い合わせ 日時 会場など

法律相談
問☎027-898-6100

火曜、午後１時～４時
（予約は前週の木曜、午
後２時から電話で）

市役所市民相談室

行政相談
問☎027-898-6100

１月８日㈬
午後１時～３時

ふじみ老人福祉センター

１月９日㈭
午後１時～３時

大胡支所

１月10日㈮
午後１時～３時

上川淵市民サービスセン
ター
東市民サービスセンター

１月14日㈫
午後１時～３時

かすかわ老人福祉セン
ター

１月15日㈬
午後１時～４時

市役所市民相談室

１月20日㈪
午後１時～３時

宮城支所

２月５日㈬
午後１時～３時

ふじみ老人福祉センター

登記相談
問☎027-898-6100

１月10日㈮
午後１時～４時

市役所市民相談室
宮城支所

公証相談
問☎027-898-6100

１月20日㈪
午後１時～４時

市役所市民相談室

※市民相談（☎027-898-6100）、ＤＶ・セクハラ相談（☎027-898-6520）、家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子家庭相談（☎027-220-
5701)、女性相談（☎027-220-5700）は午前８時30分～午後５時15分。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は月曜～金曜の午前９時～午後７時、
土曜は午前９時～午後５時。就学に向けての相談（☎027-210-1234）は月曜～金曜の午前９時～午後５時。



健康手帳
心配な人はかかりつけ医などで受診してください。

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ
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冬の感染性胃腸炎
感染性胃腸炎は一年を通じて発生しますが、毎年11
月ごろから大きな流行が始まります。この原因の多くは
ノロウイルスです。特に保育園（所）・幼稚園・小学校など、
子どもたちが集団生活を送っている施設では、爆発的に
流行することがあります。非常に感染力が強いウイルス
で、少ない量でも口から体内に入れば容易に発病します。
１、２日の潜伏期間後に突然の吐き気と下痢が起こりま
す。通常は水分補給をし、安静にしていれば、短期間で
自然治癒します。
しかし、おう吐物や便には大量にウイルスが含まれ、

新たな感染源になります。処理を行う場合は十分注意が
必要です。マスクと手袋をして、使った雑巾やタオルは
ビニール袋に入れ密封して捨ててください。汚れた衣類
などは水洗い後、塩素系消毒剤（家庭用漂白剤を200倍
程度に希釈したもの）を使用して消毒を。そのまま他の
衣類と洗うと洗濯機がウイルスで汚染されるだけでなく、
他の衣類にもウイルスが付着してしまいます。
最も重要な予防方法は手洗いです。調理・配膳・食事

前には、家族全員が流水・石けんによる手洗いを必ずし
てください。
 前橋市医師会　家崎　桂吾

こ
こ
ろ
の
悩
み
は
抱
え
ず
相
談
を

□
若
者
の
こ
こ
ろ
の
相
談

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
市
保
健
所

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
う
つ
病
や
引

き
こ
も
り
な
ど
、
心
の
悩
み
ご
と
を

持
つ
18
歳
〜
35
歳
の
若
者
や
そ
の
家

族
、
先
着
３
人

内
容
＝
保
健
師
・
精
神
保
健
福
祉
士

に
よ
る
相
談

申
１
月
20
日
㈪
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
５
へ

生
活
習
慣
を
変
え
て
糖
尿
病
予
防

□
健
康
ス
タ
イ
ル
講
座（
糖
尿
病
・
腎

臓
病
編
）

日
時
＝
１
月
29
日
㈬
・
２
月
６
日
㈭

の
２
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
治
療
を

受
け
て
い
な
い
人
、
先
着
30
人

内
容
＝
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
の
講

話
、
一
品
料
理
の
簡
単
な
調
理
実
習

申
１
月
22
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
４
へ

家
族
の
対
応
を
考
え
る
機
会
に

□
こ
こ
ろ
の
病
を
支
え
る
家
族
の
集
い

日
時
＝
２
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
の
２

回
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

会
場
＝
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
野
中
町
）

対
象
＝
う
つ
病
な
ど
を
治
療
中
の
患

者
の
家
族
、
先
着
20
人

申
１
月
27
日
㈪
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６
へ

こ
こ
ろ
の
病
の
支
援
者
を
育
成

□
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
勉
強
会

日
時
＝
１
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
で
活
動
す
る
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
者
、
先

着
50
人

内
容
＝
県
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
と

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
前
橋
の
職
員
に
よ

る
講
義

申
１
月
22
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
５
へ

禁
煙
す
る
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

□
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

日
時
＝
２
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭
・
14

日
㈮
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
・

尿
中
ニ
コ
チ
ン
代
謝
物
濃
度
測
定
、

保
健
師
と
の
面
接

申
２
月
５
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
―
２
２
０
―
５
７
８
３
へ

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
２
７
―
２
３
４
―
４
９
７
０

原
稿
検
索
と
健
康
相
談
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.raijin.co

 
m
/kenko/

で
す
。

曜
日
・
内
容
＝
〈
月
曜
〉
子
ど
も
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
〈
火
曜
〉
高
血

圧
の
く
す
り
〈
水
曜
〉
動
悸
、
息
切

れ
〈
木
曜
〉
も
や
も
や
病
〈
金
曜
〉 

口
臭
の
原
因
〈
土
日
曜
〉
食
道
裂
孔

ヘ
ル
ニ
ア

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。
１
月
15
日
㈬
（
歯
科
）
午
後
７

時
30
分
〜
９
時

生活習慣の改善方法を学ぼう
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１
月
３
日
㈮

由 上 
小児科医院
（児）
日吉町一丁目
☎231-3646

富 所 こ ど も・ 
アレルギークリニック
（児）
川曲町
☎252-1511

斎 藤 内 科 
泌尿器科医院
（内）
上小出町二丁目
☎231-1069

老年病研究所 
附 属 病 院
（内）
大友町三丁目
☎253-3311

富士たちばな 
ク リ ニ ッ ク
（内）
日輪寺町
☎230-1155

リハビリ整形外科 
みなみクリニック
（整）
川原町一丁目
☎210-3737

小 林 外 科 
胃腸科医院
（外整）
広瀬町二丁目
☎263-2535

中野産婦人科 
医 院
（産婦）
国領町二丁目
☎233-5588

牧 耳 鼻 
咽 喉 科 医 院
（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

高 橋 
眼科医院
（眼）
元総社町
☎252-8078

１
月
19
日
㈰

瀬下こども 
クリニック
（児）
元総社町
☎255-3350

宮石内科医院
（内）
上細井町
☎234-1876

小 野 内 科 
クリニック
（内）

川原町二丁目
☎212-8852

安部内科医院
（内）

南町三丁目
☎221-2339

原 医 院
（整）
下川町
☎265-2300

あ ら い 
クリニック
（外内）
元総社町
☎253-0100

神 岡 
産婦人科医院
（産婦）
石倉町五丁目
☎253-4152

橋 爪 耳 鼻 
咽 喉 科 医 院
（耳鼻）
本町一丁目
☎221-2745

宮 久 保 
眼 科
（眼）
荒牧町二丁目
☎234-3511

１
月
13
日
㈪

髙見こども 
クリニック
（児）
上新田町
☎255-4153

小林内科胃腸科 
ク リ ニ ッ ク
（内）
朝倉町

☎290-3200

相 澤 医 院
（内）

富士見町原之郷
☎288-6806

関内科医院
（内）

天川大島町一丁目
☎224-4680

込 谷 
クリニック
（外）
岩神町四丁目
☎231-0366

東 前 橋 
整形外科
（整）
西大室町
☎268-5777

こ*すもレディース 
ク リ ニ ッ ク
（婦）
高崎市旭町
☎330-2215

耳 鼻 咽 喉 科 
古川雅子診療室
（耳鼻）
高崎市八島町
☎322-1415

高山眼科 
駅前医院
（眼）
高崎市八島町
☎327-3366

１
月
12
日
㈰

須田こども 
クリニック
（児）
後閑町

☎265-6777

河内循環器 
クリニック
（内外）
昭和町三丁目
☎233-3311

や ま し た 
内 科 医 院
（内）
亀泉町

☎212-0148

家 崎 医 院
（内）

南町二丁目
☎221-7888

内田外科医院
（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

こぶな整形 
外 科 医 院
（整）
後閑町
☎261-7600

小沢医院
（産婦）
樋越町
☎283-2009

み う ら 
耳 鼻 科 医 院
（耳鼻）
広瀬町三丁目
☎266-7023

ひまわり 
眼 科
（眼）
青柳町
☎230-1230

１
月
５
日
㈰

みやけ小児科
（児）
樋越町

☎283-2225

吉 野 医 院
（内）

三俣町二丁目
☎232-3333

村 山 医 院
（内）

表町一丁目
☎221-4643

前 橋 東 
クリニック
（内児）
下大屋町
☎268-2260

滝沢整形 
外科医院
（整）
関根町二丁目
☎232-6502

星 医 院
（外）
西善町
☎266-8600

上* 条 女 性 
クリニック
（婦）
高崎市栗崎町
☎345-1221

吉 見 耳 鼻 
咽 喉 科 医 院
（耳鼻）

高崎市新紺屋町
☎326-8733

大西眼科
（眼）
高崎市中居町
☎353-1303

１
月
２
日
㈭

石倉町こども 
ク リ ニ ッ ク
（児）
石倉町五丁目
☎253-6600

みどり小児科
（児）
嶺町

☎269-8885

上 毛 大 橋 
クリニック
（内）
川原町一丁目
☎237-2800

上毛病院
（内）
下大島町
☎266-1482

梅枝内科医院
（内）
富士見町原之郷
☎288-7250

三村整形 
外科医院
（整）
上細井町
☎234-4477

樋越ペイン 
クリニック
（外）
樋越町
☎284-9911

高* 崎 市 夜 間 
休日急病診療所
（婦）
高崎市高松町
☎381-6119

い い づ か・
た き た 医 院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎343-3387

アイ眼科
（眼）
高崎市倉賀野町
☎345-1001

診療時間は午前９時～午後６時（＊は正午まで）。
１月２日・５日・13日の午後１時～６時の婦人科は、産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。
年末の休日当番医は本紙12月15日号をご覧ください。
★夜間急病診療所 朝日町四丁目９-５　☎027-243-5111

午後８時～午前０時　内科と小児科
（上表の日程は午前９時～正午も診療）

★救急病院案内 ☎027-221-0099　
※メモの用意をしてから連絡してください。

歯　科（日曜・祝日） 薬　局（日曜・祝日）

歯科医師会休日診療所　岩神町二丁目19-9
☎ 027-237-3685　午前 10時～正午、午後１時～３時

市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　
☎ 027-223-8400　午前９時～午後５時

休 日 当 番（接骨院・整骨院）
1月1日㈬ 田代接骨院（荻窪町）☎027-269-7538 いのうえ接骨院（朝倉町）☎027-261-2855
1月2日㈭ 田中接骨院（富士見町原之郷）☎027-288-2510 夏目接骨院（荻窪町）☎027-212-2016
1月3日㈮ 真塩接骨院（朝倉町）☎027-265-2494 花みずき整骨院（総社町）☎027-252-8023
1月5日㈰ 滝沢接骨院（箱田町）☎027-253-6870 いしい接骨院（三河町二丁目）☎027-243-5512
1月12日㈰ 大島接骨院（上泉町）☎027-233-1925 育英メディカル専門学校附属接骨院（古市町一丁目）☎027-225-7411
1月13日㈪ こばやし接骨院（六供町）☎027-223-1421 木暮接骨院（上小出町二丁目）☎027-232-1540
1月19日㈰ おおさわ接骨院（鳥取町）☎027-269-7255 風香整骨院（光が丘町）☎027-280-6178

休 日 当 番 医
（市外局番は027）

市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
ホームページアドレスhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/
携帯電話から　　　http://maebashi.gunma.med.or.jp/i/

内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

１
月
１
日
㈬

すぐた医院ゆう子 
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎251-5622

ふ か さ わ 
小児科医院
（児）
大友町一丁目
☎256-7117

敷島医院
（内）
川原町
☎235-9339

飯塚医院
（内）
荒口町
☎268-5600

上武呼吸器科 
内 科 病 院
（内）
田口町
☎232-5000

生 方 医 院
（外内）
表町二丁目
☎224-2818

ベ ル フィー ユ 今 井 
レディースクリニック
（産婦）
南町三丁目
☎223-3114

い と う 
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
朝倉町
☎287-4707

耳 鼻 咽 喉 科 
やまぐち医院
（耳鼻）
高崎市柴崎町
☎353-5473

か め い
眼 科
（眼）
城東町一丁目
☎260-1200



建物解体工事
木造住宅・鉄骨建物・倉庫工場事務所

ご一報次第参上致します。
○丁寧な仕事で喜ばれております

○一般の価格より安くできます
○建築業者様の問合せも歓迎です

星
の
看
板
が
目
印
で
す
！http://www.autoprojectservice.com/

〒370-0105 群馬県伊勢崎市境伊与久448-1
●年中無休　●[営業 ]9：00～ 18：30

群馬県の自動車引取業登録業者です。
旧車・珍車・トラックもお任せ下さい。
群馬県の自動車引取業登録業者です。
旧車・珍車・トラックもお任せ下さい。

買取一例買取一例
平成10年 ワゴンR    8万円
平成15年 カローラ  32万円
平成13年 ノア　     20万円
面倒な事務手続きお任せ下さい！！

※Ｈ25年度 自動車税 負担します！！

ゴミ回収で
Tポイント貯まります

産業廃棄物・一般廃棄物・不用品・廃材・収集運搬

本社 TEL.027-231-0709（代）
株式会社 丸 越

前橋市若宮町3-10-13　FAX.027-234-2066

土曜・日曜・祝日　365日　年中無休　◆見積無料!!

http://www.n-marukoshi.com  Mail info@n-marukoshi.com
一般廃棄物収集運搬業許可　前橋市許可第24号

産

土

前橋総合卸売市場

月１回、消費者が市場で買い物ができる「だんべえ市」を開催します。

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)　

午前９時～売り切れ
次第終了

水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
一般食料品・菓子・漬物、生花・米・鶏卵

１ 25土
即売
品目　

今後の開催日
２月22日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第４土曜日）
３月29日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第５土曜日）

23 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

ＪＡ前橋市

新年明けまして
　おめでとう
　　ございます。
　　本年もよろしく
　　　　お願い
              します。

笑顔と信頼
広げよう「ありがとう」

の気持ち

〒３７９－２１６１
前橋市富田町２４００－１
☎０２７－２６１－３０００

広告のページ

広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。（広告スポンサーと市業務とは直接関係ありません）



24この広報紙は再生紙を使用。不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。
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● 日時＝〈Jr〉第２・第４水 
曜、午後６時〈大人〉第２・
第４日曜、午後７時
● 会場＝清里市民サービスセンター
●会員数＝50人
● 代表者＝矢島勇さん
　☎090-3087-1052
前橋西謡会は、大人と子ど
も（Jr）の２部門で活動して
います。地域のイベントなど
で八木節を披露。伝統芸能の
継承と明るい地域づくりに貢
献していきたいですね。

前橋西謡会

総社町高井では12月８日、町公民館でしめ縄作
りと餅つき大会を開催しました。しめ縄作りでは
小学生が慣れない作業に悪戦苦闘しながらも、自
分だけのしめ縄を完成。餅つきでは子どもたち
が杵を振り下ろすたびに、「よいしょ」と威勢のい 
い掛け声が上がりました。

朝日町四丁目では12月15日、同町集会室で子ど
も餅つき大会を開催しました。毎年12月中旬の日 
曜に行われている行事で、ことしは約40人が参加。 
ふかしたもち米を木のうすと杵でつくと、参加し 
た子どもたちは「ぺったん、ぺったん、いい音が 
するね」などと話しながら餅つきを楽しみました。

後藤　遥
はるか

奏ちゃん
２歳・駒形町

木村　匠
しょうご

吾ちゃん
２歳・新前橋町

望月　亜
あき

紀ちゃん
２歳・上細井町

片貝　俐
りひと

仁ちゃん
２歳・上泉町

宮沢　望
のあ

愛ちゃん
２歳・駒形町

松本　航
こうたろう

太朗ちゃん
２歳・上小出町二丁目

広報まえばしは、市の
情報を皆さんに伝える大 
事な役割を担っています。
より読みやすく、分かり 
やすくお伝えできるよう、
そして皆さんに親しまれ
る広報まえばしを目指し
て、課員一同が気持ちを
新たに取り組んでいきま
す。市民の皆さんと市役 
所を結ぶ広報まえばしを、
ことしもよろしくお願い
します。（職員一同）

編集こぼれ話

笑
顔
で
し
め
縄
作
り
と
餅
つ
き

総
社
町
高
井

う
す
と
杵
で
正
月
気
分
を
満
喫

朝
日
町
四
丁
目

元気まえばしッ子
このコーナーでは２歳になる子を紹介しています。
※ 平成24年４月２日～平成24年８月１日生まれの子
の募集記事は、本紙17㌻に掲載しています。


